
民間部門と公共部門のつなぎとしてのコー
ディネーションボディの創生

紛争地での人道支援、過疎地振興を事例に

立命館大学共通教育推進機構 桑名恵
（特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン理事）
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NGO, ピースウィンズ・ジャパン

ジャパンプラットフォー
ム

Asia Pacific Alliance for Disaster 
Management



アフガニスタン

南スーダン

ケニア スリランカ

イラク

モンゴル

東ティモール

これまで26か国・地域、現在10か国で活動中

ﾊｲﾁ

ｼｴﾗﾚｵｰﾈ
ﾘﾍﾞﾘｱ
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北朝鮮
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ｱﾒﾘｶ

3

日本（新潟・東北・広島）

年間約30万人を支援

ﾄﾙｺ
ﾆｼﾞｪｰﾙ

中国

ｲﾗﾝ

ミャンマー

フィリピン

©Peace winds Japan, 2015



1999年 コソボ、東ティモールでの緊急人道支援

・NGOへの寄付に対する税制優遇がない。

・緊急活動に対応した政府の助成がない。

・経済界とＮＧＯの連携（人材・資金など）が弱い。

ＮＧＯの活動を広げるには、

政府・経済界などと連携する

ための『基盤』が不可欠

NGOを支える社会的インフラの不足を痛感

Kosovo 1999

East Timor 1999

NGOの活動基盤の強化－ジャパン・プラットフォーム
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ジャパン・プラットフォーム（2000年8月設立）

NGO46団体が参加

NGO、経済界、政府の連携により、大災害などの緊急時にNGOに初動資⾦を迅
速に提供するしくみ。これまでに300億円を超える資⾦（ODA資⾦、⺠間寄付
⾦）が流れ、日本のNGOの活動は飛躍的に広がった。

© Japan Platform, 2016



プロジェクトベース対応

プログラムベース対応

ジャパン・プラットフォーム（JPF）の機能

政府・地方自治体

経済界

援助機関

市民・学識界・民
間財団

政府・地方自治体

経済界

市民・学識界・民
間財団

援助機関

ＮＧＯ

ＮＧＯ

ＮＧＯ

ＮＧＯ

ＮＧＯ

ＮＧＯ

受益者
（難民：被災者）

受益者
（難民：被災者）

メディア

リソースの集約的運用

・戦略的対応

・スケールメリット

・連携の促進

・アカウンタビリティの
システム化

JPF
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次の課題：国内の大規模災害への対応

・国内災害にはJPFのODA資⾦が使えない。
・⾃治体との調整なしでは効果的・効率的な⽀援が難しい。
・企業セクターの⼒を⽀援に取り込む仕組みがない。

国内災害に備えた新たなプラットフォームが必要
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Civic Forceー大規模国内災害に備えた連携組織

© civic force, 2015
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東日本大震災：企業1000社以上から協力を得る

Civic Force、PWJ合わせて1000社以上と
連携。SNS・クラウドファンディングなど
を通じて計20億円を超す寄付が寄せられ
た。ローソンと連携した「夢を応援プロ
ジェクト」(約5.8億円）やJPFなどを合わ
せ、集まった事業資⾦は36億円以上。

引っ越し会社の協⼒で、5月までに4tトラック160台分、計380トンの物資を配送。

気仙沼と湾内の離島・大島を結ぶ
カーフェリーの就航を支援。
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災害即応体制をアジア各国へ

各国PF間の相互支援を通じた
リソースの交換

【助け合い】

各国にJPF／CF型のプラット
フォーム基盤づくり

【経済界×行政×NPO】

防災から災害支援、復興までを一

貫して支援する地域アライアンスの

設立NGO

政府経済界

Platform

NGO

政府経済界

Platform

NGO

政府経済界

Platform

Asia Pacific Alliance for Disaster Management
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神 石 高 原

Ⅰ 全体概要

人口：9,895人、世帯数：4,086世帯 (2015年4月1日)

面積：381.81km2（中国山地の高原地形に位置し、標高400～500m前後）

基幹産業は米作りを中心とした農業。町内産のコンニャクイモを使用した手作りこんにゃくが

特産品。国定公園に指定されている「帝釈峡」をはじめとした景勝地や史跡が数多くある。高

齢化率が44.9％に達し、いわゆる「限界集落」が増えている。
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ＰＷＪの犬関連事業のねらい

©Peace winds Japan, 2015
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災害救助犬・セラピー犬の育成

©Peace winds Japan, 2015
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広島土砂災害での捜索・救助活動

©Peace winds Japan, 2015
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捨て犬などの保護・譲渡

神石高原町と連携し、町内での「殺
処分ゼロ」を達成。広島県内の「ゼ
ロ」に向けた1000日計画に挑戦中。
3月までに412頭を保護、192頭を飼
い主に返還または譲渡。

©Peace winds Japan, 2015



頭
1500

1000

500

0

・安易な飼育放棄の拒絶（2013.9⽉〜）
・定時定点回収の廃止（2015年度〜）
・⾏政による保護・譲渡の強化
・飼い主に対する啓発

行政主導による殺
処分対象数の半減

・保護施設の拡充
・譲渡機能の拡充
・譲渡が難しい犬を終生
飼養する仕組みづくり

民間による保護・
譲渡数の大幅増

「広島県の犬の殺処分ゼロ1000日計画」実現イメージ

0 333 666 1000日

救助犬夢之丞の
活躍⇒書籍化

⽝舎増築（年間
300－400頭受
け入れ可能に）

湘南譲渡セ
ンター開設
（12/5open）

広島譲渡セン
ター開設

バーチャル⾥親制
度（ワンだふる
ファミリー）創設

2013年度
約1600頭

殺処分ゼロ

ふるさと納税
活用

PWJ取り組み実績

©Peace winds Japan, 2015



自治体（神石高原町）との連携による
「ふるさと納税」の活用

ふるさと納税のポータルサイト「ふるさと
チョイス」で、キャンペーンがスタート。本
年度の寄付の申し込みはDM等のルートとあわ
せ、2015年は３億円以上に達した。



仙養ケ原観光開発
プロジェクト

「動物と人の楽園」をメインテーマに、

観光ふれあい牧場、農産物の加

工・販売施設（Farmers Market）、薬
草ガーデン、レストラン等を配し、家

族連れや体験観光ツアー客等を呼

び込む計画。2015年春～夏OPEN
予定。年間来場見込み20万人。

連動

企業・政府と
連携し出資

国際協力・災害支援
＠世界・国内

SAR事業、ドッグラン運営、犬の保護・譲
渡を「Peace Dog Project」として一体的に
運営。これにより、最も訴求力の高い「殺

処分ゼロ」を前面に出して、Project全体
への寄付を募ることができる。

※広島県は、犬・猫の殺処分数が8340頭
（2011年度）で全国最多。 関係市町や地域の観

光事業者と連携し、湖

水と紅葉で知られる名

勝地の新しい魅力を創

出する。

神石高原町でのＰＷＪの主な活動

SAR事業

ドッグラン・
ホテル等の運営

体験教育ツアー

犬の保護・譲渡

（殺処分ゼロ計画）

2013年10月、東京から
神石高原へ本部移転

帝釈峡観光振興プロジェクト

・地域の医療・福祉支援

・イベントの企画・運営

・芸術・文化の振興 etc.

ピースワンコ
事業

©Peace winds Japan, 2015



神石高原ティアガルテン
Tiergarten Jinsekikogen

「人と動物と自然の共生」をメインテーマとし、「命をいつくしむ」場所を目指す観光コ
ミュニティパーク。動物ふれあい牧場、高原野菜や加工品を販売するショップ、犬の保護
や譲渡の施設、四季の恵みを味わうレストランカフェ、希少薬草と草花のガーデンなどで
構成され、体験観光メニューの開発、イベント開催などで集客を図る。主要ターゲットは、
近郊都市圏のファミリー層と、修学旅⾏を含む学校の体験学習。観光産業の育成により地
元での雇用創出を図るとともに、牧場などでは福島原発の被災者を積極的に雇用し、移住
を支援する。

○事業スケジュール(予定)
2015年5月ソフトオープン、7月グランドオープン

○事業資⾦
地元有志による出資に加え、ローソン、ピースウィンズ・ジャパン等から出資もしくは寄
付を得る。さらに、銀⾏融資のほか、事業内容に応じて政府補助⾦・交付⾦、政府系ファ
ンド等からの出資・融資により資⾦を調達する。


